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幽瞬県河撫鉱山鉱床調蚕報告
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authores　emphasize　particul＆1y　that　tぬe　ore

body　is　intruded　into　the　sheared　zolle　of

thrust　in　the　phyllite，and　its　form　is　most－

1y　controlled　by’the＄tructure　of，the、sheared

　　　　　　　、zone．

1，緒　　言

本鉱山に就V・て，は筆者等の中，和田銑高島・及び富田

技宮が昭和24年11月に約10日聞鉱床調査を実施した。

更に，その後25年2月より約2ヵ月間上野技官が本鉱山

に於て鉱床調査按術の実習を行つた際に，鉱山側按師ど

協同して地質及び鉱床調査が行われた。本報告はこれら

の結果津綜含したものでチ特に鱗床と地質構造との関係

に就いてその概要を記載したものである。

これらの現地調査に際して有益な御教示と御便宜を与

えられた河山鉱山探査課長本多共之琉並びに同課員一同

及び御教示を頂v・た東京大学中村威氏に附記して感謝の

意を表したv・。

2・位置及び交通

位躁・…・山口県玖珂郡河山村大字添谷

交通……山陽本線岩認駅と山陰本線白原駅を結ぶ省営

　　パズ（岩日線）の宮ノ串経由本郷線鉱山前下　．

　　車
滞鉱床部　　餅元部員

　　　　　　　沿　 革
　本鉱山の鉱床は約290年前に発見され露頭部の擦掘が

行われたと言われる。その後断続して銅鉱床として小規

模な採掘が行われ，第一次大戦当時最も盛んで，当時ゐ
’
従
業
員 は約300名と言われて“る。、その後経格界の不況

の爲休山となり，昭和11年に到つて現鉱業多儲の経営

となり，同21年よの燥業を開始し今日に至つてV・る。

　鉱業権者　　日本鉱業株式会社

　　　　　　東京都港区葵町三番地
．錨区番号

鉱　種

閏口県採呈美507・号、

銀。銅．硫化鉄鉱

a地質綴講
一附近一帯は岩国町の北方に広く分布する所謂三郡本山

変成岩類の憾部にして西南日本内帯の変成岩類に雇ずる

，結晶片岩乃至半片岩と千枚岩類によつて構成されてV・る。

（、麹魔含む鱒の地購造に脚ては艶小財購
授に依つて既に報告されているが，本調査はその一部で

ある河山鉱山の鉱床区域とその南部の東西約1km，南北

約2kmの区域に就V・てである（第1図省略）。、

　餌山附近の地質はヲその岩質に依って，、L部層と下部

層の二群に．分けるこ≧が出来る。

　，即ち鉱床地幣一帯に広く分布する千枚岩類を主とする、

上部層と，見掛上その下部に位し本地域の南東部に分布一
’
す る結晶片岩類を主体とする下部層とに分ける事が出来

る。

　こ爾上部層と下部層の境に接する千枚岩は著しく華応

力を受け，多数の小断層が錯綜し，且つ滑り面が発達し

て破埣帯を形成しているσこの破陣帯は鉱山選鉱場北端

、に於てB一W，方離渤9轍NE回SW馳々砿じ・
山元事務所附近に於ては鉱床露頭附近を通り，NW－SE

方向に孤状を画き・西谷南端から第18号及び第10号試‘

錐跡北側を通過している。

　この破砕幣は鉱山の南西方須金村須万部落を経て宮ろ、

、串阻近の錦川を横切り，北東方向に走り，北山衝上断層

（1）小島丈児．佐々木博一：地質学雑誌第56巻

　　第652号．昭25年1月．
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、

地　質調　査所　月　報　（第2毬第4～5号）

に連続するものと考えられるが，本地域に於では断層面

は認められなかつ左。

4．一地質構遣

下部層は走向・傾斜共に波状をなして連続する石墨質

千枚岩を主とずぞ地層で，局部的にはm量nor・foldingの

著しい部分を伴う事があるが，その」般走向は鉱亘1事務

所附近ではN200～50。Eで，北進するに従つてN200

～400Wに転じ，傾斜は150｛400で全体として西方に

開いた大きな孤状の構造を呈する。

　これに対して上層部は，鉱床地帯に於では：N10ん20。

Wの走向とWS10～30。の傾斜を有し，鉱床地幣の南

部に於ては同様な走向であるが，傾斜方向が反対となり

EN10～30。を示し，一つの向斜構造が認められる。この
一
向
斜
構 造の軸の北西方向の延長は立木部落附近遙蓬して

おり，南東方向の延長は破陣糧こ蓬して尖滅しでV・る。

　この上部層中には、L述の向斜構造がある外は，著しい

摺曲や擁曲等が認められなV・が，破碑i幣中には多数の小

断層や辻り面が錯綜し，且つ波面が交互に累重した様な

構造を塁し，坑道内の各所に於ても見られる。かかる擾

乱した構造は後述の如く衝上断暦の大きな動きに伴つて

生じた現象と解せられる。

　叉選鉱場裏犀於てはこの破碑幣に沿うで緑色岩が露出

し，更に宮ノ串陞近迄断続して発達してV・るが，本岩に

就いては小島教授の指摘する様に，破碑帯に浴うで貫入

したものであろう。

本地域の緑色岩ほ前述した破葎幣に沿うて露出してい

るものと，上。ヤ部屡中に層状に発蓮している叡）とが

ある。後者は緑泥石二緑廉石一斜長石の憩合せと緑廉石

一陽起石一灰曹長石g組合せでSchistosityに富む緑色

片崇で，この中には石墨質の縞を挾有することがある。

これに対して前者は比較的粗粒な灰曹長石，角閃石，陽

起石等の集合よら成り，稀に波状消光を示す石英粒を含

んでおり，岩体の周辺部のみにSchistosityの発蓬が見

られる。両者とも全く源岩の構造を残していない爲にジ

原岩を推測し得なV・が，小島教授も述べてV・る様に前者

は地向斜時代の火山活動による墓性破層岩で，後者は基

性熔岩或は一種の貫入岩体と考えられる。

　岩脈は，微珪長質で流状構造を示す石英粗面岩と・石

英及び黒雲母を斑晶とする斜長石石英粗面岩とがあり，

鰻床状に貫入したものもある。一般にこれらの酸憾岩賑’

と変成岩類は緑泥石化作思と絹雲母化作用等の二次的な

熱水作用を蒙つている（第1図借略）。

　　　　　5．岩　　眉
上部暦の岩石は・片理面の発達し陸泥質岩源の緑泥石

を伴う絹雲母石英千枚岩を主とし，1～2mmの厚さの細

粒砂質部を混える縞状石英千枚岩・石灰質千枚岩・緑泥

千枚岩・砂岩・チヤート等を伴う累暦から成り，一部に

は石灰岩を挾有する。この石灰岩は立木部落阻近に露出

し，これと略々同層位と、思われる石灰岩は鉱床の南端及

び南端地域にも見られる。

　・一般こモ枚岩は，破部幣から遠ざかるに従つて粘板寮

に類似して来て・下部層の岩右犀比して明かに再結晶度

が弱く，且つ石英◎絹雲母等の配列が不鮮明である。

　下部層の岩石は破陣帯Z〉千枚岩と外観では区別し難い

もの、もあるが，鏡下で検すればその大部分は少量の緑泥

石，警長石を含む石墨絹雲母石英片岩乃至半片岩と，1

～2mmの薄層状の泥質の縞を有する縞状右英石墨片岩　’

とである。この外，砂質岩源の絹雲母石英片岩，曹長石

石英片岩等が鋏在してV、る。

　adino1化は上・下部両層共に泥質岩源のものに見られ

るが，特に上部層に於て顯著である。

6．鉱床概説、

、本鉱山の鉱床ほ上部層の下部千枚崇中に発達する破弊

鵜に胚胎する高濫交代鉱床と考えられる。郎ち鉱床は数

個のレンズ状或はアメーバー状の鉱体の断続より成り・

露頭より100～300の傾斜で北西方向に500m以上連続

し，走向は鉱床の北部に於ては：Nloo～20。Eで，南部

に於ては］N40。E前後となり，鉱体は略夕孤状に配列し

てV・る。その厘曲軸は鉱床の中央部に在つてN30。W¢）

方向と］NW10。～30。の落しを有してv、る・

　鉱体は主として緻密塊状の磁硫鉄鉱より成り・少量の

黄銅鉱。閃亜鉛鉱・黄鉄鉱・硫砒鉄鉱・方鉛鉱等を伴う。

叉閃亜鉛鉱中の斑銅鉱の斑点中にリキユーバ鉱が存在す

　　　　　　　　　　ることが報ぜられている。脈石としては石英が鉱体全体

に鉱染してV・る外，鉱床の南端が石灰岩に移化しており，

この部分には方解石・陽起石・ヘデンベルク石等ポ産出

しており，二次的に．生成されたヒヂンゲライト　（Fe203

2sio24H204）Pが磁硫鉄鉱の割目等に産出する。、

　鉱体は一殴に緩傾斜め部分に於て厚零を増し，富鉱部

を形成するが急傾斜になるに．従つで厚さを減じ，途には　、

尖滅するか，或は再び緩傾斜となつて次の鉱体に連続す

る。
’
か
か
る
鉱
体 の形態の変化に就いては，三宅輝海氏に依

　　　　　　　　　　きノつて詳細に測定された例がある。

　鉱励周辺部には・鉱体から磁硫鉄鉱の糸麟が千枚岩

中に略々層面に平行して避入している部分や，或は磁硫

鉄鉱が千枚岩中に鉱染して熔る部分等もあるが一般に明

　（2）中村威；地質学雑誌。55巻．第548－649暑．159頁

2一（192）



山口県河山鉱山鉱床調査報告　主として地質構造と鉱床との関係Kついて（和田利雄・上野三義・高島　清・冨田究孝）

確に千枚岩と鉱体とは臆しており，殊に鉱体の宋端部の

比較的急傾斜の部分ではプ多くの七り面が発達して明瞭

に境してv、る場合が多い。、

　　　7．母岩の構逡と鉱床の形態

鉱床の露頭は上層部と下部層の境をなす破陣帯の千枚

（3）三宅輝海：日本鉱業会誌66巻，745号．174頁昭和25年

き

燈中に有り，坑内に於ても同様に破陣帯に沿うて鋸床が

発達しており，破陣帯の延長方向と鉱床の配列方向は

略々一致してV・る事｝が：分る。従つて破陣帯も鉱床と同様

’に孤状に轡曲してV・る。

　この鉱床g欝曲した形態及び前述した鉱床が緩傾斜の

部分に於て富鉱部を形成し，急傾斜の部分では劣勢とな

る形態的特徴もこの破砕帯が衝上断層に伴う逆断層的な

塵勇1鎌（蜘履書P），
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地質調査 所、月

動きに依つて形成され，月つこの破確帯中に鉱床を形作．

った鉱液斌L昇して鉱床ガ成生計1．たものと考え由ぼ上

丞の様な鉱床の形態的特懲の成因歌容易に考えることが

塾来る。叉坑内に於て鉱体内に多数の断層が認められる

鵬その何れもが相対的な蓮動のみでその他の鉱体め形

誤を変えてv・ると、思われる現象は殆んど認められないか

ろ，現在の特徴的な鉱床の形態は専ら生成当時の破確帯

D構造に基因しているものと考えられる。’

破確帯は上述ρ通り鉱床地帯で一つの孤状の轡曲をな

すが，更に波状に屈曲しながら南方に延長し本区域の南

瑞都では，N30。～40QEの方向となり全体としても下部

響の孤状¢1構憲に略々並行した大きな孤状を呈している。

破砕粥の千枚岩を坑内に於て見ると，鉱体の近くに於

ては鉱体を取り躍む様な走向を示し，且つ鉱体の外方に

司つて傾斜している淋，鉱床地帯全般を通覧すれば上部

函の一般走向は破陣帯及び鉱床と明かに斜交して走向は

団100～200Wで傾斜はSW10～30Qの単斜構造を示し

ている。然し鉱床地帯の南方に於ては上部層の一般走向

1まN20Q～30QWで傾斜は急激に反対方向のNE10。～30。

となり，鉱床地帯の南端に一一っの向斜軸が想定され前述

の如く全体として向斜構造をなす。

　従つて鉱床地帯はこの向斜構i造の北翼に相当し，向斜

軸と破陣帯の屈曲軸とは略々並行してV・るが，そめ間に

約300mの踵りがある。

　この事実は本地域の地質構邉と鉱床の関係を釈明する

上に最も注意すべき事実である。

　なおここで留意すべき事は破礫帯の傾斜と上部層の傾

斜が共に100～30Qで極めて近似しており，破砕帯が上

部層の下部に平行して形成されてV・ると思われる事であ

る。なお更に下部層が破陣帯と同様な孤状をなしておる

事，及び破悸帯が20Q～60。の一般傾斜を示し，「≒部層

より若干緩傾斜をなす事等を合わせ考えれぼプr概ね現

在の様な向斜構造をした王部層が，下部層の傾斜より若

干緩傾斜な角度の衝上蓮動に依つて，下部層の上位に押

し．．ヒがり，それと同時に上部層の下部に破陣帯が形成さ

れた」と考える事が可能である（第2図）。

8，線構邉
　本地域に於では上部層及び下

部層に於ても共に一般に線構造

は不明瞭で，適確に測定『し露る

蟹所が比較的少く，従つて測定

燧所も僅少であつたが，大体次

の事が言い鴛ると思う。即ち本

地域に於ては上部層と下部層の

報（第蜷蕩4～5号）

区別は線構造の上からは認められなV・。従つて線構邉上

からは両者を区別するこ，とが不可能である。

　鉱床地帯を含む北部の区域ではN30。～50。Eの方向

とSWloo～300の落しを有するが南部の区域ではN30。

～40QEの方向とNE10。～20。の落しを有しており，北部

の区域と恰度向い合つた方向を示し，両区域の間に一つ・

の線構造の向斜軸を認めることが出来る。

　この上下部両層を貫く線構造の向斜軸は上部層の千枚

岩の向斜軸の位置と略々一致している。

　従つて鉱床地帯に於ける線構造は，鉱床の富鉱部の落

しの方向，’及び破砕帯とは何等の関係も認められなV・。

恐らくこれら鉱床の形成される以前に生成されたもので，

別子式層決硫化鉄鉱床穿と本鉱床とは成因的には全く異

なるものであろう。

　　　　　　　9．断　　層
　本鉱床に関係する断層に就いて克れば，鉱床の北部に

N40？Eの走向の鉱体を横切る比較的大きな断層が有る

が，・その他は大部分が鉱床の走向方向に並行した断層で，

僅かではあるが鉱体を移動させた形跡を認めることが出

来るが，何れも単なる相対蓮動で鉱床の形態を変じたと

、思われるのは，前記の鉱床の北部にある断層のみである。・

従つて鉱体は走向方向に依つて切断され，僅かに移動

しているが鉱体の形態を変形さぜてV・なV・場合が多く，

鉱体の形態は専ら成生当時の母岩の構造に支配されてい

ると言うべきであろう。

　　　　　　　10．要　　約

　以上各項に亘つて述べた事項を要約すれば大体以下の

様に結論する事が出来る。

1）本地域の地質は，千枚岩類を主体とする上部層と疑、

　掛上その下部に位する結晶片岩乃至半片岩を主体とす

　る下部層とに分ける事が出来る。　　　　　　　　。

2）下部層に接する上部層の千枚岩は著しく擾乱してお

　　　　　　　　へ　り，一つの破埣帯を形成している。

3）この磯砕帯は北山衝上断層に連続するもので，上部

　層を下部層の上位に押し上』げた衝上蓮動に伴つて形成

為一一乞勧翻
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されたものと考えられる。

4）　この破確帯は上部層め層理と斜交して孤状に轡曲』し

ており，その屈曲軸と上部層の向斜軸とは略々平行し

て》るが7約300mの踵りを有する。

5）鉱床は鉱液がかかる破砕帯中の弱線に沿うて逆入し，

旦つ千枚岩の一部を交代して生成されたものである。，

6）線構造では上部層と下部層との区別が困難で，且つ1

鉱体とは無関係に上部層の向駕軸附近に一一つの向斜構

蓬を示す。

7）現在の鉱床の礁駐として生硝時の破綿嘱，
彊に趨因して“る。

（昭和24年11月及び昭和25年3月調査）
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